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⼩小説群や‘The Prussian Officer’ (1914)を検証しながら、これらの作品が、欲望や攻撃的本
能を外に向けることの重要性を逆説的に⽰示しているのではないか、と新たな解釈で読み









   ‘Facing the “External” Others in the Late Works’と題した第3章では、後期作品において、
近代⻄西洋⽂文明の外部の価値観を未だ有する「外的他者」たちとの接触を通してイギリス

























して、ロレンスがLady Chatterley’s Lover (1928)の中で「⾁肉体の慈悲（‘bowels of compassion’）」
という観念を提⽰示することによって、男⼥女の関係が瞬間的結合にとどまらず、永続して
いくための道を最後に導き出したことを論じた。 
   ロレンスは、⼈人間の⽣生命⼒力の源である攻撃性の積極的価値を引き出すことに⼒力を注ぎ、
その動的エネルギーこそが、「他者」性を過剰に意識する近代社会における知性や精神の
拘束を打ち破り、⼈人間の未来を作り出していく⼒力を持つことを説いたのだ、と本論⽂文の
終わりに結論づけた。ロレンスのテクストにみなぎる攻撃性のダイナミズムとは、近代
の悪習への反動、そして、構築された既存の認識的枠組みに対する反作⽤用的な⼒力として
働くものでありながらも、停滞した近代⼈人の意識の内部に「動き」を与え、平和と共⽣生
へのラディカルなアプローチを図るものである。ゆえに、ロレンスの⽂文学作品は、100年
後の現代の読者の意識をも鮮やかに改⾰革する⼒力に満ちている、として本論⽂文をしめくく
った。  
  
